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(Waverley Novels) のヒットにより、19 世紀はじめの小説の模範型を西洋諸国に提示
した作家であるが、その彼の小説の中の、一つの筋から他の筋へと移る場面におい
1 アンダーソンの理論のうち、小説の語りの構造にかかわる部分がもつ意義と問題点については、
カラー (2011 [2007]: 63-109) を参照。
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て、語り手が以下のようなコメント―自らの物語の構造にかんするメタレベルの言
説―を挟んでいるのである。同種のものが二つ見つかるが、一つ目は、『ミドロジ
アンの心臓The Heart of Mid-Lothian』(1818) の第16章冒頭である。
Like the digressive poet Ariosto, I find myself under the necessity of connecting the 
branches of my story, by taking up the adventures of another of the characters, and 




ない。(The Heart of Mid-Lothian, XVI, 163; 下線は引用者。以下、下線等の強調は特に
断りのない限り全て引用者による )
もう一つは、スコットの最も著名な小説『アイヴァンホー Ivanhoe』(1819) の、第 2
巻第3章［通算第17章］の末尾に見られるものである。
   The occasion of this interruption we can only explain by resuming the adventures 
of another set of our characters; for, like old Ariosto, we do not pique ourselves upon 

























景になぞらえるという方法をとるのである。歴史小説『婚約者 I promessi sposi』(初版
































0 0 0 0
、別の人物、誰も思いもよらないであろう人物、レンツォその人が、弁護士に見出
しえたあらゆる方法より確実で迅速な方法で、喜んで彼のために働いていたのであった」(PS, XI, 
48; «intanto che ︙» という接続詞句を含む構文となっていることに注意 )。
4 マンゾーニがどのような仕方でスコットの影響を受けたかについては、例えば Leri 2002 を参照。
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5 Raimondi (1974: 249-50) は、『婚約者』の引用箇所が、『ウェイヴァリー』の第 70 章に見られる、
小説の語りを山の上から石を転がす少年の「遊び pastime」にたとえる言説のヴァリアントになっ
ていると指摘する。Olsen (2010: 17-8) も参照。
6 拙稿（霜田 2017）では伝統的な文学作品に期待されるものに対する間接的な


































IX, 81; 第9章 , 125-67）
ただ、小説の舞台となっているのは、いくらそれがウェイヴァリーや多くの読者に
7 日本語訳には基本的に邦訳書『ウェイヴァリー あるいは 60 年前の物語』（佐藤猛郎訳）を使用し、
適宜表現を改めるとともに改行を原文テクストに合わせた。以下、特に断りのない限り同様。
― 208 ― ― 209 ―
スコットの歴史小説が表示する「小説性」 ― マンゾーニ『婚約者』との戦略の違い ―
とって非日常の世界であったとしても、60 年前（発行年からすれば 70 年前）の “現




































に押しやっていた」(Waverey, XVI, 138; 第 16 章 , 251-2) 。
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語り手は、ドン・キホーテ（というよりアロンソ・キハーノ）の «total perversion 
of intellect»（知的判断力の完全な混乱）とエドワード・ウェイヴァリーの «more 
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　それから、小説の最終章（第 72 章）に置かれた “A postscript, which should have 
been a preface”（序文となるべきだった後書き）の中に、「実際この物語の中で最もロ
マンティックな部分は、まさしく事実をもとにしたところである」という語り手ない
し作者のコメントがある (Waverley, LXXII, 493; 第 72 章 , 367)。これは、驚嘆すべき出
来事を語る “ロマンス” に対し、ごく普通の日常に起こりうる出来事を語る “ノヴェ
ル” が勃興した時代にあって 12、それでも現実の中に








るとのことだ」(Waveley, VIII, 79; 第 8 章 , 121)。
12 ノヴェルの台頭については Watt 1957、ノヴェルとロマンスとの関係については、Mazzoni 2011
などを参照。
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話に依拠したものだと重ねて説明しているのである。「あるハイランド紳士 a Highland 
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にしている
























































13 マンゾーニがその布告を最初に見たのは、経済学者メルキオッレ・ジョイア (1767-1829) の Sul 
commercio de’ commestibili e caro prezzo del vitto (1802) の中の引用としてであった。 Stella e Repossi 
(1995: 701-2); Poggi Salani (2013: 88-9) を参照。
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本稿 2. 1. も参照）、第 1 章にも «introductory» という題がついていて、「序章」「序文
に代えて」といった扱いになる。そして、この章は、«Waverley; or, ’tis sixty years 
since» という作品の表題と副題の議論にあてられている。それによれば、表題となっ
ている主人公の名前ウェイヴァリー Waverley は、ハワード Howard、モードーント
Mordaunt のような騎士的な響きのある名前やベルモア Belmour、ベルヴィル Belville
といった感傷的な響きのある名前とは違って、既存の小説のカテゴリーに属すると予
断させることのないような「汚れのない名前 an uncontaminated name」、先入観・連
想を招かない名前として選ばれたという。副題のほうも、«A Tale of other Days» と
すればゴシック小説を想起させるであろうなどと、いくつかの候補とそれが想起させ
てしまう小説のサブカテゴリーを示し、そうならないように «’tis sixty years since» 
としたことが説明される。それから舞台を「60 年前」に設定したことによって物語
がどのようなものになるかという説明が続いて、第 1 章は終わる（なお、章の最後の
語は «‘Sixty Years since’» である 17）。このあと第 2 章からようやく物語が始まるのだ
が、注意すべきはその始まり方である。第2章冒頭の文は以下のとおりである。
It is, then, sixty years since Edward Waverley, the hero of the following pages, took 









15 「我が 25 人の読者は、いま語られたことが哀れな男［＝司祭ドン・アッボンディオ］の心にどの
ような動揺をもたらしたか、考えてほしい」(PS, I, 60)。語り手マンゾーニから聞き手「25 人の読者」
への呼びかけについては、拙稿 (霜田 2015) も参照。
16 『婚約者』の聞き手は、この点において、フィクションと知りつつ読むはずの内包された読者と大
きく異なる。なお本稿において物語論の術語の使用は、基本的に Grosser 1985 の定義に従っている。
17 «a task not quite so easy in this critical generation as it was ‘Sixty Years since’»（「批評家全盛の現代
において、こういった仕事は「六十年前」ほど容易ではないのだから」Waverley, I, 36; 第 1 章 , 17）
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18 米本 (2007: 125) によれば、スコットの小説の最初の章は、しばしば序章的な働きをして本題に
入らないため、「スコットの小説では、第 1 章は読まなくてもよい、さらには、読まないほうがよ
いという意見さえもある」とのことである。実際、例えば『ミドロジアンの心臓』の邦訳（玉木次
郎訳，岩波書店，1956）では本来の第 1 章が省略されている（本来の第 2 章が第 1 章とされて以下
章数が一つずれている）。なお『ウェイヴァリー』の邦訳は、上の引用箇所を「さて、これから始






































18 巻の冒頭で、語る「私」と読者は «Fellow-Travellers in a Stage-Coach» に喩えられている；Tom 
Jones, Book XVIII, Ch. I, 913）。Cfr. Barenghi (2000 [1992]: 132-5).
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